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治 療 日 数 5,293 2,912 1,338 91
患 者 者 数 14,738 1,396 641 5
同 延 人 員 156,566 13,643 2,877 15
入院新患者 1,766 － － －
同 延 人 員 68,411 － － －
外来新患者 12,972 － － －
同 延 人 員 88,156 － － －
手 術 数 678 79 － －
同 治 数 941 89 － －




内 務 省 200 1916年（大正５）～
宮 内 省 300 1927年（昭和２）～
岡 山 県 600 1919年（大正８）～
小 田 郡    － 1915年（大正４）～
北 川 村 80 1922年（大正11）～
荏 原 村 50 1923年（大正12）～































年　度 歳入年計 支出年計 残　高
1914年（大正３） 933.258 765.921 166.337 
1915年（ 〃 ４） 496.171 596.948 65.560 
1916年（ 〃 ５） 701.345 615.305 151.600 
1917年（ 〃 ６） 823.877 777.165 198.312 
1918年（ 〃 ７） 943.535 853.257 293.590 
1919年（ 〃 ８） 1,370.335 1,187.672 476.253 
1920年（ 〃 ９） 1,544.625 1,788.190 232.688 
1921年（ 〃 10） 2,101.665 2,306.588 27.765 
1922年（ 〃 11） 2,662.445 2,147.400 542.810 
1923年（ 〃 12） 2,833.775 2,715.940 600.645 
1924年（ 〃 13） 2,992.390 3,074.335 578.700 
1925年（ 〃 14） 2,578.400 2,367.560 789.540 
1926年（ 〃 15） 2,424.660 3,008.790 205.410 
1927年（昭和２） 3,097.670 2,679.280 623.800 
1928年（ 〃 ３） 3,034.010 3,098.090 559.720 



























項　目 予算金額 　項　目 予算金額
第１款　醵金 23 第１款　俸給 1,600
第２款　補助金 1,420 第２款　薬品 500
　内務省 200 第３款　器械及備品 400
　岡山県 600 　医療器 200
　北川村 80 　備　品　 200
　荏原村 70 第４款　修繕費　　 150
　小田町 70 　家屋修繕 100
　真言宗宗務所 300 　器具修繕 50
　同備中支所 100 第５款　事務費 350
第３款　浄　財 1,000 　印刷費 100
第４款　臨時寄付 600 　通信費 40
第５款　雑収入 333.2 　油炭費 85
第６款　繰越金 623.8 　筆紙墨費 25
合　計 4,000 第６款　事業費 250
　トラホーム宣伝費 50
　産児衣類費 50
　児童保護費 150
第７款　給与費 350
第８款　雑　費 250
第９款　予備費 250
合　計 4,000
注）出典は表１に同じ．
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むすびにかえて
　以上，高橋慈本の開設した悲眼院についてみてきた．
高橋慈本という人は，真言宗の明王院の僧侶であるが，
実に多彩な経歴の持主であった．入寺後多くの寺での修
業経験などがあり，キリスト教の経験と文学活動，記
者，真言宗本山高野山での役員経験，地域青年団長の社
会活動，済世顧問の嘱託や方面委員の役員としての活動
がみられた．その結果，
　第１に，創立の背景としては，明治末期の戊申詔書に
はじまる内務省の地方改良があり，より直接的には社会
事業に経験のあった渡辺医師と知り合ったことが救療事
業創設のきっかけとなった．しかも，医療では比較的簡
単に行うことのできる眼科の診療からはじめ，その後，
巡回産婆，内科，児童保護事業（戦後の虚弱児保護や児
童養護事業）へと拡大していった．　
　第２に，事業の特徴は，無料診療であり診察費は徴収
せず，寺に参ってくる人の信仰による喜捨のみ受け入れ
た．官公署や真言宗本山支所，地方有志の寄附によって
事業を行っている．寄附の多さは，慈本の本山での役員
や済世顧問など社会活動の大きさに伴う信頼を反映して
いたものといえるだろう．
　第３に，しかし，事業は発展し，また，事業の収支も
ほぼ安定していたが，当時の仏教者の救療といった慈善
事業に伴う医業者をはじめ各方面からの誤解や無理解も
一部にあり，事業運営には様々な困難もみられたことは
いうまでもない．特に昭和初期の昭和恐慌期の農村不況
時には有志からの寄附や喜捨も減り事業もきわめて厳し
くなっている（15）.しかし，困難に際しても真言宗の本
山をはじめ近隣の仏教者の協力もあり，陰の支援を得て
事業を持続できたことが注目される．
　第４に，地方改良運動期に当たり，政府・地方公共団
体からの援助は，他の同種の事業に比較し相対的に大き
かったことも注目される．これは，慈本の社会的な信頼
度の大きさとともに，この事業が社会的に理解され認知
されていたことを示すものであろう．
　さいごに，戦後1950（昭和25）年９月，悲眼院は救療
事業の歴史を閉じ，新たに虚弱児施設を開設し，1998
（平成10）年児童養護施設となり，今日にもこの養護事
業が続けられていることは特筆に値いすることを記して
むすびにかえたい．
注
（１）坂本忠次「津田白印（明導）の孤児救済事業－甘露育児
院を中心に－」『関西福祉大学研究紀要』第10号，2007
年，並びに「津田白印（明導）先生の孤児救済事業のあし
あと（顕彰シンポジウムの記録）」笠岡市22地域づくり
塾・岡山龍谷高校，2008年．なお，本稿で検討する悲眼院
の開設時の院長渡辺元一医師は当初甘露育児院の医療を担
当していた．
（２）守屋茂『岡山県下における慈善救済史の研究』岡山県社
会事業史刊行会，1958年，同『近代岡山県社会事業史』
1960年，同『仏教社会事業の研究』包蔵館．なお，資料と
して守屋茂（岡山県立図書館寄託，韜
とうこう
光文庫）があり，そ
の中に『悲眼院十年史』ほかが残されている．なお，仏教
の救済思想については，前述の守屋茂『仏教社会事業の研
究』，吉田久一・長谷川匡俊『日本仏教福祉思想史』法蔵
館，2001年，などを参照．
（３）津田白印の事跡に比べ，非眼院に関する一次資料は高橋
真一氏が神戸にて執筆され，その時の資料が多分阪神大震
災のさい焼失したとものとみられる．本稿は残されたいく
つかの資料と現明王院住職高橋昌文氏からの聞き取りなど
によったことをお断りしておく．
（４）以下は，主に，高橋真一『麦の一穂を―高橋滋本の歩い
た道―』（非売品），1977年の付表年表によっている．こ
の記録には，慈本の家族のことなども含め詳しく記されて
いる．
（５）戦後現在の悲眼院の児童養護事業については，現住職高
橋昌文悲眼院院長からの聞き取りをもとにしている．虚弱
児や不登校の児童をあずかり，小中高はもとより短大，大
学にも通学させている．
（６）高橋慈本『悲眼院十年史』1924年，２～４ページ．同
『悲眼院十五年史』1929年，１～３ページ．
（７）高橋真一『麦の一穂を―高橋滋本の歩いた道―』1977
年，45ページ．
（８）前掲，『悲眼院十年史』，３ページ．
（９）悲眼院案内「施設の概要」による．
（10）『悲眼院十年史』，６～８ページ．岡山県『農村に於け
る救療施設―小田郡北川村悲眼院に就て―』1928年，４～
５ページ．
（11）岡山県『農村に於ける救療施設―小田郡北川村悲眼院に
就て―』1928年，４ページ．
（12）『悲眼院十年史』，９～11ページ．前掲，岡山県『農村
に於ける救療施設』，６～８ページ．
（13）前掲，岡山県『農村に於ける救療施設』23ページ．な
お，以下の記述も高橋真一，前掲書及び同上２書及び『悲
眼院十五年史』によったことを付記する．
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（14）前掲，岡山県『農村に於ける救療施設』36～39ページ．
（15）高橋真一『麦の一穂を』63ページ．当時岡山県庁にいた
守屋茂への高橋慈本からの書簡（韜
とうこう
光文庫所蔵）による
と，次の資料に見る通り，院の経営の生々しい現実も分か
る．
高橋慈本から守屋宛書簡
　…前略…悲眼院は，不遇にして困苦罷りあり，素より成績は，決し
て劣り居らずと覚え居り候も，浄財はなし，有志寄付は一厘もなし，他
の私設事業同様，苦心の下に経営致し居り候に拘らず，部長も課長も一
度も来視せず，宮内省の御奨励を如何に考え居るか少々の不満有之候．
特に私設社会事業に補助の決議あり，大臣の指示もあり候も，県が更に
考慮を払わないと云うのは言語道断と存居候．小生の信念は，去る18日
大阪放送局より放送せし如く，社会事業は国家が試すべきが本義なり．
故に諸官署の援助なき事業は，其必要を認めざるものに候故，何時でも
閉鎖すべき筋合に候故，若し十月に於て県が更に顧みない時は，顧問
（注，済世顧問のこと）も辞し，小田郡済世会も解散し，同時に悲眼院
も閉鎖し，県の態度に関する声明書を発表し，態度を明にする決心致し
居候．素より，それ迄には一応，課長，部長，知事の明確なる言明を
得る手続の上にて候．私設事業中には，数万の負請を負い苦しむものあ
り，実際私設事業は，生死の場合にして，悉く真剣のものにて候．弱き
社会事業家の数年の苦闘に報ゆらるる結果は，如此もの，御憐察願上候
…後略．
（昭和２年）９月22日　高橋　慈本
参考文献
１．高橋慈本『悲眼院十年史』1924年
２．高橋慈本『悲眼院十五年史』1929年
３．岡山県『農村に於ける救療施設―小田郡北川村悲眼院に就
て―』1928年
４．高橋真一『麦の一穂を―高橋滋本の歩いた道―』（非売
品），1977年
５．走出薬師『持宝院の歴史と文化財』持宝院，平成６年
〔あとがき〕
　本稿作成に当たり明王院住職，児童養護施設「悲眼院」理事
長高橋昌文氏および関係者の皆さんにお世話になったことにお
礼申し上げたい．
笠岡市持宝院境内にある旧眼科診療所に使用していた現存する
建物（金澤健吾氏撮影）

